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学 会 抄 録
第144回 日本泌 尿器 科学 会 関西地方 会
(1993年9月4日,於大阪府中小企業文化会館)
内分泌非活性型副腎皮質癌の1例:内 田潤次,鞍作








た血管造影で は新生血管 に富み,腫 瘍濃染像を認め
た.副腎シンチでは右副腎に一致する部位にRI集 積







勝,三宅 修,伊 東 博,板 谷宏彬(住 友)症 例は
40歳,男性.人 間 ドックにおける腹部超音波検査で右
腎上極に腫瘤を指摘 され,当科 を受診 した.CT,
MRIを施行 し,両側後腹膜腫瘍の手術のため入院し
た.身長166cm,体重80kgと肥満を認めたが,内









た.病 理組織学的 には脂肪組織の間質に 巨核球,赤
芽球などの骨髄造血細胞が認められ,副 腎myeloli-
pomaであ った.
後腹膜脂肪肉腫(混 合型)の1例:古 倉浩次,土 井



















二見 孝,坂 察久,百 瀬 均,平尾佳彦(奈 良県立
医大)症 例は62歳女性,主訴は左背部痛.CAl9-9,
SLXの高値 を認める以外血液検査に て異常を認め





























大きい傾向を示 した.し か し腫瘤の大きさから良性悪
性の判断は困難であると思われた,
後腹膜腔 に発生 したCastlemannリンパ腫の1
例:山本員久,上 田陽彦 岩本勇作,平 井 景,鈴 木
俊明,金原裕則,伊藤 奏,砺波博一 高崎 登,岩
















































多房性嚢胞状腎細胞癌の2例:辻 村 晃,高 山仁志


















中村吉宏,目 黒則男,前 田 修,細 木 茂,木 内利
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膵転移を伴った両側腎癌 の1例t木 下佳久,龍 見
昇,中村一郎,江 藤 弘,岡 田 弘,荒 川創一,守殿






















行 した.術 後3カ 月 目におこなった肺動脈造影 で,
左肺動脈内腫瘍塞栓の消失が確認され,術後6カ 月を








生検 にて診断 しえた腎 オンコサイ トーマの1例
平山暁秀,河 田陽一.林 美樹(多根総合),平尾佳





































診断 し抗生剤の投与 を続行したが,経 過中toxico-
dermiaを発症 したため効果的な化学療法がおこなえ
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た,小 児に対してもESWLは 有効で,今 後その適応
は広がるものと思われる.
超音波力ラー ドプラ断層法が診断に有用であった腎
動静脈奇形の2例:李 勝,中 西建夫(赤 穂市民),
中村武史(同 内科),大 槻修平(同放射線科),上 野
康一(神戸大)症 例1は33歳,女性,症 例2は43歳,
女性.と もに膀胱タンポナーデ状態で当科受診.両 例









よび経過観察にこれを用 いたが,幾 分の経験 は要す
るものの侵襲はなく非常に有用であると思われた.
バーター症候群を合併 した腎不全に対する生体腎移
植の1例:高 田 剛,小 角幸人,竹 内聖二,瀬 口利信,
高原史郎,石 橋道男,奥 山明彦(大 阪大),,岡田晋




ニン穎粒の集積 を認 め,バ ーター症候群 と診断され
た.そ の後腎機能は安定 していたが1991年8月より血




血管吻 合直 後 よ り利 尿 が得 られ,術 直 後 に はCrが
4.Omg/d1まで低 下 した が,術 後3日 目か ら再 び 上 昇
した ・拒絶 反 応 は 否 定 的 で,ACE阻 害 剤captopri1
を投 与 した と ころ,腎 機 能 は 徐 々に 回 復 し,術 後60日













るも腎機能は さらに悪化 し平成5年5月 入院.MZB





南口尚紀,納 谷佳男,鴨 井和実,中 村雅至,大 嶺卓
司,植原秀和,北 森伴人,河 内明宏,今 出陽一朗,寺
崎豊博,内 田 睦,渡邉 決(京 都府立医大)腎 孟














辰成,東 田 章,小 林義幸,藤 本宣正,中森 繁,伊






























骨盤内横紋筋肉腫の1例 ●曽我弘樹,濱 ロ晃一 林

















膀胱 後 部 肉腫(Spindlecellsarcoma)の1例幽
野 島道 生,丸 山琢 雄,藪 元 秀 典,生 駒 文 彦(兵 庫 医
大)64歳,男 性。 主 訴は 排 尿 困難 と尿 線細 小.2年
前 に排 尿 困難 を 自覚,本 年1月 よ り残 尿 感,尿 線 細 小
も認 め,前 立 腺 肥 大症 を疑 わ れ,2月4日 当科 受 診
MRIで 骨 盤 腔 の甲 心 に10×9x9cm大 のほ ぼ 球 形
の腫 瘤 を認 め,前 立腺,精 嚢 腺,膀 胱 との 区 別 は 明瞭
であ った.血 管造 影 で は腫 瘍 はhypervascular.経直
腸 的 針 生 検 の後,3月24日 に腫 瘍 を 含 めた 骨 盤 内臓 器
全 摘 除 術 施行.遠 隔 転移 を認 め ず.摘 出組 織 の 重量 は
780g直腸前 壁 筋 層 は 腫瘍 組 織 で 置 換 され て い た.尿
路 へ の浸 潤 は なか った.組 織 診 断 は 各種 免 疫 染 色 が 陰
性 で,spindlecellsarcomaと診 断 され た が,her-
ringbonepatternからfibrosarcomaが疑 わ れ た.
術 後6ヵ 月 で健 在 で あ る.
膀胱後部腫瘍として発見された回腸腫瘍の1例:山


















































辻 裕,寺 井章人,玉 置雅弘,橋 村孝幸,竹 内秀
雄,吉 田 修(京 都大)51歳,女 性.主 訴は肉眼的




CISCA療法 を2コ ース施行 し経過観察甲.最 近当
科において経験 した類似腫瘍3例 を集計し,若干の文
献的考察を加えて報告する.
全 尿 路 癌 に 進 展 した多 発 性 膀胱 癌 の1例:三 品 輝 男
(三品 泌尿 器 科)症 例は65歳,男 性,理 髪 師.多 発




再 発 に て 根 治 的 膀 胱 全摘 術+Kockpouch(TCC,
G2}pTIbNOMO,INFα,ly(。),V(一)),尿管 腸 吻
合 法 はWallace法.昭 和63年12月15日尿 道腫 瘍 に て
尿 道 全 摘除 術(TCP).平 成3年5月2日 右 腎 孟 尿 管











の1例=影 山 進,若 林賢彦,小 西 平,岡 田裕作,
友吉唯夫(滋賀医大)73歳,男 性.左 尿管口付近 ・
膀胱頸部 ・前立腺部尿道 の多発性再発性膀胱癌に対






























膀胱 に発 生 したSarcomatoidearcinomaの1























しか し,症状はさらに悪化 し,カテーテル トラブルを















され,限 局性膀胱ア ミロイ ドーシスと診断された.そ
の後,血 尿,赤 褐色広基性腫瘤は消失 したが,発症後
10カ月目の時点で軽度ながら膀胱粘膜の黄膚色隆起性
病変は残存 してお り,外来経過観察中である.なお沈




















の分娩関連が4例 であった.痩 孔閉鎖術は7例 に施行
されていた.
女子の11ealneo-bladderの2例=七里泰正,木
























前立腺嚢腫の1例:玉 置雅弘,五 十川義晃,大 森孝















検討'安達高久,守 屋賢治,江 崎和芳(八 尾市立),
河野 学(明 治橋)膀 胱容量測定専用に開発された
超音波診断装置BladderScan(BVI2000)を用いて
残尿測定を行い,導尿 による実測値と比較 しその有
用性を検討 した.そ の結果両者 は高い相関関係を示
し,相関係数は0.981であ り,実測値をY,超 音波計








の関係:呉 斌,本 郷文弥,野 本剛史,沖原宏治,
伊藤英晃,伊藤吉三,渡辺 真,高田 仁,中川修「







大した.血 清PSA値 との相関性 は次の順であった・



















義,川端 岳,山 中 望(神 綱)20歳,男性.主訴は
血精液症.経 口抗菌剤投与にもかかわらず,血 精液の
消失がみられず紹介受診 した.経 直腸超音波,精 管精
嚢造影にて左射精管開 口部近傍に,小 指頭大の嚢胞状













黒岡公雄,田 中雅博,妻 谷憲一 清水一宏,吉 田克法












:20です またHLA検 査 はA2,A24,B13,B52,
Bw41,CwlO,DR12,DRI5,DR52,DQI,DQ7
でA24が 認 め られ た.本 邦 に お い てわ れわ れ が 検
索 した か ぎ り自験 例 が162例目の 報告 で あ る.
精巣類表皮嚢胞の1例:佐 藤英一.吉 岡俊昭,中野
















隔離開,眼裂狭小,小顎 短頸,乳 砦間離開,低 耳介

























両側精巣上体平滑筋腫 の1例 今津哲央,高 山仁
































味,秋 山隆弘,栗 田 孝(近 畿大),門脇照雄,植 村
匡志(済 生会富田林)症 例は70歳男性.1991年10
月,右 陰嚢内に腫瘤を触知 し,右精巣上体腫瘍の診断













陰嚢内脂肪肉腫の1例1加 納俊哉,姜 宗憲,西 島
高明(大阪鉄道),堀井明範(大 阪市立大)症 例は
77歳,男性.主 訴は左陰嚢部無痛性腫脹.平 成2年 春
頃より左陰嚢部の軽度腫脹に気づくも放置,平成4年
12月頃 より徐々に増大 したため近医受診 し,平成5年
2月12日当院紹介され,2月22日入院となる.入院時
左陰嚢部に小児頭大,弾性硬の腫瘤を触知 した.血液
生化学検査では異常所見 を認 めなかった.超 音波検
査,CTに て 陰嚢内脂肪肉腫 を疑い,3月Il日高位







田 均(高 砂市民)透 析患者に見られた持続性勃起
症に対 し,caverno-glandularshunt(Winter法)を
施行 し,発症後長期闘を経過 していたにもかかわ らず








突き破 り陰嚢内に侵入 した,受 傷後4日 目に初診とな
た.レ ントゲソで左陰嚢内に14×6mmの 陰影が確
認されたので陰嚢内異物の診断のもと異物摘出術がお
こなわれた.鉄片は陰嚢皮膚,肉 様膜,総鞘膜を貫通
し鞘膜腔内に至 り白膜に1.5cmの裂傷を与えたのち
失速して鞘膜腔内にとどまっていた.鉄片を除去 した
のち白膜を修復して精巣保存をはかった.1960年頃ま
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では白膜が裂けた場合には6週 間以内に精巣は萎縮す
ると考えられており精巣摘除が選択 されていた,しか
し,1968年Staffらが精巣保存の方法を採用 して良好
339
な結果を報告して以来,流 れは変わった.自 験例も2
カ月の経過観察では萎縮もなく精巣保存の方針が妥当
であると考える.
